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平
成

１５
年（
２
０
０
３
年
）

★
県
下
32
番
目
の
市
と
し
て「
田
原

市
」誕
生（
８
月
）※
①
②

◦
第
１
回
田
原
市
民
ま
つ
り
を
開
催

（
10
月
）

◦
ぐ
る
り
ん
バ
ス
赤
羽
根
線
の
運
行
を

開
始（
10
月
）

◦
第
１
回
自
主
防
災
会
一斉
訓
練
を
実

施（
11
月
）

◦
赤
羽
根
地
区
３
校
区
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

協
議
会
が
設
立

平
成

１６
年（
２
０
０
４
年
）

◦
防
災
備
蓄
倉
庫「
田
原
市
報
民
倉
」

が
完
成（
２
月
）

◦
第
１
回
市
民
緑
花
ま
つ
り
を
開
催

（
４
月
）

◦
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
が
オ
ー
プ
ン（
７
月
）

※
③

◦
ぐ
る
り
ん
バ
ス
高
松
線
の
運
行
を
開

始（
７
月
）

平
成

１９
年（
２
０
０
７
年
）

◦
国
道
２
５
９
号
田
原
バ
イ
パス（
大
久

保
地
区
）が
開
通（
３
月
）※
④

◦
防
災
機
能
を
兼
ね
備
え
た
大
手
公

園
が
完
成（
３
月
）

◦
伊
良
湖
岬
保
育
園
が
完
成（
４
月
）

◦
市
役
所
南
庁
舎
が
完
成（
６
月
）

◦
ぐ
る
り
ん
バ
ス
中
山
線
の
本
格
運
行

を
開
始（
７
月
）

◦
赤
羽
根
中
学
校
校
舎
完
成（
11
月
）

◦
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園（
シ
ェル
マ
よ
し

ご
）が
オ
ー
プ
ン（
11
月
）

平
成

２０
年（
２
０
０
８
年
）

◦
成
章
高
校
野
球
部
が
36
年
ぶ
り
２

回
目
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
出

場
し
初
勝
利
・
応
援
団
賞
最
優
秀

賞
受
賞（
３
月
）※
⑤
⑥

◦
市
民
み
ん
な
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、「
市
民
協
働
ま
ち
づ

く
り
条
例
」が
施
行（
４
月
）

◦
野
田
小
学
校
の
新
校
舎
完
成（
９
月
）

◦
子
ど
も
医
療
費
を
中
学
校
卒
業
ま

で
無
料
化

平
成
15
年
８
月
20
日
に
旧
田
原
町
と
旧
赤
羽
根
町
が
合
併
し「
田
原
市
」が
誕
生
。

そ
し
て
、平
成
17
年
10
月
１
日
に
は
旧
渥
美
町
と
の
合
併
に
よ
り
渥
美
半
島
が
ひ
と

つ
に
な
り
ま
し
た
。田
原
市
の
こ
れ
ま
で
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

田
原
市
制
施
行

１０
年
の
あ
ゆ
み

①

②

④
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平
成

１７
年（
２
０
０
５
年
）

◦
愛
知
万
博「
愛
・
地
球
博
」が
開
催

（
３
月
～
９
月
）

◦
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭
生
館

が
完
成
し
、稼
動
開
始（
４
月
）

◦
田
原
市
交
通
公
園
が
移
転
オ
ー
プ
ン

（
４
月
）

◦
第
12
回
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト
が
田
原
市

で
開
催（
５
月
）

★
田
原
市
と
渥
美
町
が
合
併
、新「
田

原
市
」が
誕
生（
10
月
）※
⑦
⑧

◦
渥
美
地
区
８
校
区
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協

議
会
が
設
立

平
成

１８
年（
２
０
０
６
年
）

◦
多
治
見
市
と
の
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結（
１
月
）

◦
田
原
東
部
中・野
田
中
体
育
館
が
完

成（
３
月
）

◦
高
松
・
赤
羽
根
・
若
戸
の
校
区
市
民

館
が
オ
ー
プ
ン（
４
月
）※
⑨

◦
サ
ー
フ
ィ
ン
世
界
大
会
が
赤
羽
根
ロ

ン
グ
ビ
ー
チ
で
開
催（
８
月
）

◦
韓
国
ソ
ウ
ル
特
別
区
銅
雀
区
と
姉

妹
都
市
提
携
に
調
印（
11
月
）

◦
田
原
市
の
農
業
産
出
額
が
日
本一に

平
成
２１
年（
２
０
０
９
年
）

◦
緊
急
地
震
速
報
の
受
信
装
置
を
市

公
共
施
設
に
設
置（
３
月
）

◦「
道
の
駅
」あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
オ
ー
プ
ン（
３
月
）

◦
福
江
市
民
館
が
完
成（
８
月
）※
⑩

◦
台
風
18
号
が
渥
美
半
島
を
直
撃
し

暴
風
と
高
潮
で
大
き
な
被
害
が
発

生（
10
月
）

◦
友
好
都
市
宮
田
村
と
の
提
携
10
周

年
記
念
式
典
を
開
催（
11
月
）

平
成

２２
年（
２
０
１
０
年
）

◦
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
in
田
原
を
開

催（
２
月
）※
⑪

◦
田
原
駅
南
公
共
駐
車
場
が
完
成（
３
月
）

◦
伊
良
湖
岬
散
策
道
が
完
成（
４
月
）

◦
姉
妹
都
市
の
提
携
20
周
年
記
念
式

典
を
開
催（
米・ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市・

６
月
、設
楽
町・10
月
）

◦
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
鳥
羽
伊
良
湖
航
路

の
存
続
問
題
が
発
生
し
た
が
、新

体
制
で
存
続
決
定（
10
月
）

◦
乗
合
タ
ク
シ
ー
八
王
子
線
が
実
証

運
行
開
始（
10
月
）
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　緑豊かな「渥美半島」を黄緑色。「澄
んだ空と美しい海」を青い横縞で市
が目指す田園都市をイメージ。
　また、中央の円は「三河湾」で調和。
全体の形は半島の矢印により活力・前
進を表し、うるおいと活力が共生する
新都市をイメージ。

平
成

２３
年（
２
０
１
１
年
）

◦
東
日
本
大
震
災
が
発
生
、被
災
地
に
救

援
物
資
の
提
供
や
職
員
を
派
遣（
３
月
）

※
⑫

◦
田
原
市
総
代
会
が
田
原
市
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
連
合
会
へ
発
展
移
行（
４

月
）

◦
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立

（
６
月
）

◦
新
田
原
警
察
署
庁
舎
が
完
成
し
業

務
開
始（
７
月
）※
⑬

◦
全
国
都
市
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
度（
持

続
可
能
度
）調
査
で
田
原
市
が
全

国
第
１
位
を
獲
得（
１０
月
）

平
成

２４
年（
２
０
１
２
年
）

◦
市
役
所
で
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
発

給
事
務
を
開
始（
４
月
）

◦
東
三
河
県
庁
が
ス
タ
ー
ト（
４
月
）

◦
宮
田
村
と
災
害
時
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
書
を
締
結（
４
月
）

◦
第
５２
回
中
部
・
第
４２
回
北
陸
実
業

団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
を
田
原
市

で
開
催（
１１
月
）※
⑭

◦
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
で
田
原
市
チ
ー
ム
が
初
優
勝（
12

月
）※
⑮

　わたしたちは、恵まれた自然と輝かしい伝統にはぐくまれ
たこのまちに誇りをもち、互いの心がふれ合い、明るい未
来が展望される郷土を築くため、この憲章を定めます。

1	 自然を愛し、水と緑のやすらぎのある
	 美しいまちをつくりましょう。

1	 心と体をきたえ、健康で明るい
	 生きがいのあるまちをつくりましょう。

１	 教養を深め、文化のかおり高い
	 心豊かなまちをつくりましょう。

１	 互いに助け合い、安心で安全な
	 暮らしやすいまちをつくりましょう。

１	 勤労を尊び、活気あふれる
	 伸びゆくまちをつくりましょう。

◉市章　－平成 17 年 10 月 1 日制定－◉田原市市民憲章　－平成 17 年 10 月 1 日制定－

▲市の花（菜の花） ▲市の木（くすのき）
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　田原市は、平成 15 年８月 20 日に市制施行し、
今年で 10 周年を迎えました。市民の皆さんと共
に歩んできたこの 10 年を振り返り、今後のさら
なる発展を目指すため、次のとおり記念式典を行
います。
　式典では、市政に対して特に功労のあった方や、
長年地域のために尽力された方を顕彰します。
　また各界で活躍している本市にゆかりのある方
を「田原市ふるさと大使」として任命し、市民の
皆さんにご紹介します。

日時▶ 10 月 27 日（日）午前 10 時 30 分～正午
場所▶田原文化会館文化ホール

▶広報秘書課☎２２局０１３８

  市制施行10周年記念式典　

本に関するイベント『まちほん』を開催します！
市制施行 10周年記念事業

◎一箱古本市
日時 =11 月 16 日土、午前 10 時～午後 3 時
場所 = 田原文化会館（アトリウム）、セントファーレ

（センターコート）
内容 = ダンボール箱（旅行カバン、みかん箱など）
一箱分のお薦め本を販売する、小規模で一日限り
の古本屋さんごっこを開催します。
店舗数 =50 店舗（店主希望者は予約が必要）

◎ブクブク交換
日時 =11 月 16 日土、午後 1 時 30 分～ 3 時
　　　11 月 17 日日、午前 10 時～正午
場所 = 田原文化会館（203 会議室）
内容 = 決められたテーマにあったお薦めの本を持
ち寄り、本の紹介後に名刺を挟んで交換し合うコ
ミュニケーション型ブックイベントです。交換した
い本と、メッセージカードをお持ちください。
※両日ともに先着 20 名 ( 参加者は予約が必要 )

◎記念講演会
日時 =11 月 16 日土、午後 4 時～ 6 時 30 分
場所 = 田原文化会館（多目的ホール）
内容 =『本想いトークイン・本をめぐるとっておきの
話をしよう』
講師 =しまじろうの生みの親
である「水野次郎氏」、アジ
アや東北で図書館支援を行っ
ているＮＧＯシャンティ国際ボ
ランティア会の「鎌倉幸子氏」
を講師にお招きし、本とのス
テキな付き合い方について語
り合いましょう。
定員 = 先着 150 名（予約が必要）

◎ふしぎの日 in 田原
日時 =11 月 17 日日、午後 2 時～ 5 時
場所 = 田原文化会館（多目的ホール）
内容 = 全国津々浦々と、ふしぎな文学を通じてつな
がるふるさと怪談トークライブと、田原市図書館のふ
しぎ文学半島プロジェクトが合体します。幕開けは、
ふしぎ文学マスターの「東雅夫氏」と「金原瑞人氏」
の対談です。
定員 = 先着 150 名（予約が必要）

※詳しくは、田原市図書館にお問い合わせいただくか、田原市ホームページをご覧ください。
▶田原市図書館　☎２３局４９４６　　http://www.city.tahara.aichi.jp/

　本が好き、本に関係する人たちが、本を使って盛り上がるイベント『まちほん～田原まちじゅ
う本想い～』を開催します。
◉開催日 =11 月 16 日土、17 日日　　◉開催場所 = 田原文化会館＆セントファーレ



平成25年10月1日 │　 │6

市政の話題

1
T

ahara T
erm

inal

三
河
田
原
駅
新
駅
舎　

10
月
27
日
日
オ
ー
プ
ン
！

駅
移
設
に
伴
う
周
辺
の
利
用
に
つ
い
て

田
原
駅
周
辺
整
備
事
業
に
伴
い
建
設

中
の
三
河
田
原
駅
新
駅
舎
が
、10

月
27
日（
日
）に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

駅
舎
の
移
設
に
合
わ
せ
、ぐ
る
り
ん
バ

ス
、豊
鉄
バ
ス
の
発
着
所
お
よ
び
、タ
ク

シ
ー
、一
般
車
両
な
ど
の
乗
り
入
れ
先
が

駅
南
側
の
駅
前
広
場
ロ
ー
タ
リ
ー
に
変
更

に
な
り
ま
す
。（
下
図
の
と
お
り
）

　

な
お
、現
在
の
駅
前
の
バ
ス
停
や
停
車

ス
ペ
ー
ス
は
、工
事
の
た
め
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
一
般
車
両
の
停

車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、田
原
駅
南

公
共
駐
車
場

を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

（
入
場
後
１
時

間
ま
で
無
料
）

※
田
原
駅
南
公
共

駐
車
場
横
の
仮
設

駐
輪
場
は
引
き
続

き
利
用
可

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23
局
３
５
２
３

ぐるりんバス
のりば

①

タ
ク
シ
ー

一般車両

三河田原駅前西

のりば

②
豊鉄バス
伊良湖岬方面

の
りば

③
豊
鉄
バ
ス

豊
橋
方
面

公衆トイレ

バス待合所

仮設駐輪場 田原駅南公共駐車場

田原市交流
ひろば

駅務室

構内トイレ

改札口

現三河田原駅

新三河田原駅

駅前広場ロータリー

出入口

豊
鉄
バ
ス
・
ぐ
る
り
ん
バ
ス
の

時
刻
表
を
一
部
改
正
し
ま
す

　

車
両
の
乗
り
入
れ
先

が
三
河
田
原
駅
駅
前
広

場
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
変
更

と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

バ
ス
時
刻
が
10
月
27
日

（
日
）か
ら
２
～
５
分

程
度
、変
更
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
た
は

ら
10
月
１
日
号（
こ
の

号
）と
一
緒
に
各
戸
配
布
し
て
い
る「
田
原

市
総
合
交
通
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、豊
鉄
バ
ス【
福
祉
セ
ン
タ
ー
】バ

ス
停
の
位
置
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
豊
鉄
バ
ス
株
式
会
社
渥
美
営
業
所

☎
33
局
０
２
１
１

●豊鉄バス【福祉センター】バス停
　の位置

三河田原

●

田原駅南
公共駐車場

●

田原
福祉センター

移設位置
現在の位置

保美
伊良湖岬
方面行き

渥美病院
豊橋方面
行き

保美・伊良湖岬方
面行きの福祉セン
ターバス停位置が
変わります。

◦新三河田原駅舎のイメージパース



田
原
市
で
は
、総
合
計
画
の
進
捗
管
理

を
行
う
た
め
の「
施
策
評
価
」と
、継

続
的
な
改
善
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
の「
事

務
事
業
評
価
」と
い
う
２
段
階
の
行
政
評
価

を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
の
目
線
で
事
業
を
チ
ェッ
ク
す

る
市
民
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

▪
平
成
25
年
度
行
政
評
価

　
（
平
成
24
年
度
実
施
事
業
）

◎
行
政
評
価
と
は

　

行
政
評
価
と
は
、市
民
生
活
の
向
上
と

地
域
の
発
展
に
向
け
た
、行
政
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、そ
の
目
的
を

明
確
に
し
な
が
ら
、成
果
を
数
値
化
し
て

客
観
的
に
評
価
す
る
仕
組
み
で
す
。

◎
施
策
の
進
捗
状
況
は

　

施
策
の
進
捗
状
況
の
割
合
を
、６
つ
の
分

野
別
に
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。全
体

で
は
、「
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
」が
73
・

１
％
で
す
が
、「
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
」は

26
・
９
％
あ
り
、目
標
達
成
に
向
け
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

を
事
業
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◎
事
業
実
施
の
方
向
性
は

　

事
務
事
業
の「
妥
当
性
」「
有
効
性
」「
効

率
性
」の
評
価
に
基
づ
き
、「
今
後
の
課
題
」

「
改
善
の
方
向
性
」を
検
討
し
、次
年
度
以

降
の「
事
業
実
施
の
方
向
性
」を
総
合
的
に

判
断
し
ま
す
。全
体
で
は
、「
継
続
」が
96
・

２
％
、「
他
事
業
に
よ
る
代
替
」が
２
・
９

％
、「
完
了
」が
０
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

▪
市
民
評
価

　

８
月
29
日（
木
）に
市
民
評
価
を
開
催
し

ま
し
た
。市
民
３
名
お
よ
び
学
識
経
験
者
２

名
の
評
価
委
員
が
、客
観
的
な
視
点
か
ら
、事

務
事
業
の
予
算
が
目
的
ど
お
り
に
執
行
さ
れ

て
い
る
か
判
定
し
ま
し
た
。職
員
が
行
う
事

務
事
業
評
価
と
比
較
検
証
し
、意
見
・
提
案

分野
（6分野）

施策
（49施策）

基本事業
（162事業）

事務事業
（約594事業）

施策評価
52本で評価

事務事業評価
421事業を評価

●施策の体系と行政評価 ●施策の進捗状況

0 20 40 60 80 100

教育文化

都市環境

産業経済

福祉

コミュニティ

総合戦略 予定以上に
進んでいる

予定どおり
進んでいる

予定より
遅れている

予定より
著しく
遅れている

（％）

80.0 20.0

61.5 38.5

85.7 14.3

85.7 14.3

83.3 16.7

64.3 35.7

事務事業名と評価結果 主な評価コメント

芦ケ池農業公園
PR事業
現行どおり：1 名
一部改善：4 名

◦他団体、市の他部署とより緊密な連携をとり、農業公園としての使命を発揮できる
ようなイベントを企画、実施する必要がある。

◦広域的な農産物の市場流通を考え、生産地・田原市を知ってもらう誘客をすべき。
◦ PR・イベントとも適切な手法を検討するための調査が不十分。　

市営住宅管理事業
現行どおり：3 名
一部改善：1 名
抜本的改善：1 名

◦市営住宅のある地域住民とまちづくりについて協議する場を作るなど、セーフティ
ネットとして活かせるように工夫すべき。

◦住環境整備を図る上で、現行でいいのではなく、どこで求められ、どこに必要なのか、
総合的なまちづくりの観点も大事。

◦増加が予測される修繕費などは、より有効な建替えを視野に入れて負担額を明らか
にし、より現実的な収支を把握すべき。

●事業実施の方向性

（％）0 20 40 60 80 100

教育文化

都市環境

産業経済

福祉

コミュニティ

総合戦略
継続

代替

完了

1.3 2.5

0.9

1.1

13.6

1.7

0.9

1.5

98.5

98.2

84.7

98.9

100.0

96.2

●市民評価の結果
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市政の話題

2
E

valuation

平
成
25
年
度
行
政
評
価
お
よ
び

市
民
評
価
を
実
施
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■
歳
出　

重
点
施
策
を
着
実
に
実
施

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、市
民
生
活
に
直

結
す
る
福
祉
・
医
療
・
教
育
な
ど
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
拡
充
を
基
本
に
、防
災
や
産
業

振
興
な
ど
優
先
度
の
高
い
事
業
を
厳
選
し
、

選
択
と
集
中
に
よ
り
４
つ
の
重
点
施
策
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
歳
入
総
額（
水
道
事
業
会
計
を
除
く
）は

４
３
５
億
９
２
６
３
万
円（
１・７
％
増
）、歳
出
総

額
は
４
０
６
億
９
６
３
３
万
円（
１・８
％
増
）と

な
り
ま
し
た
。

※
１
【
実
質
収
支
額
】
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度

　

へ
の
繰
越
事
業
に
充
て
る
財
源
を
控
除
し
た
額
。
一

　

年
間
の
「
損
益
」

※
2
【
財
政
調
整
基
金
】
急
激
な
税
の
落
ち
込
み
や
災

　

害
な
ど
に
備
え
た
り
す
る
た
め
の
「
貯
金
」

※
3【
市
債
】市
が
施
設
や
道
路
な
ど
を
整
備
す
る
た
め

　

に
、国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
。返
済
義

　

務
の
あ
る「
借
金
」

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、前

年
度
に
比
べ
１・５
％
減
の
２
８
４
億
４
９
９
４
万

円
、歳
出
総
額
は
、前
年
度
に
比
べ
１・４
％
減
の

２
５
９
億
４
９
６
８
万
円
と
な
り
、実※

１

質
収
支
額

は
、21
億
９
７
２
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入　

市
税
・
交
付
税
減
収

　

市
税
収
入
は
、５
億
９
０
０
万
円
減（
３
・

６
％
減
）の
１
３
７
億
９
７
０
０
万
円
で
し

た
。こ
の
主
な
要
因
は
固
定
資
産
税
の
減
に

よ
る
も
の
で
す
。ま
た
、地
方
交
付
税
は
、普

通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
公
債
費
の
減
少

等
に
よ
り
、１
億
５
１
０
０
万
円
減（
３
・
８

％
減
）の
38
億
１
９
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
ほ
か
、繰
入
金
で
は
財※
２

政
調
整
基

金
を
13
億
６
６
０
０
万
円（
２
・
４
％
減
）取

崩
し
、市※
３

債
で
は
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

や
後
年
度
の
財
政
措
置
に
有
利
な
合
併
特

例
債
を
中
心
に
17
億
２
３
０
０
万
円（
23
・

２
％
増
）発
行
し
、残
高
の
縮
減
を
図
り
ま

し
た
。

一 般 会 計 の 歳 入 歳 出 決 算

平成24年度

決算

実施した4つの重点施策の主な事業　
【防災対策】防災行政無線の整備/海抜標示板の整備/民
間住宅建築物耐震化支援【産業の振興と都市基盤の整
備】企業立地奨励金/幹線道路整備/三河田原駅周辺整備

【教育と子育て支援】福江中学校武道場建設/子ども医療
費無料（中学生まで）/子育て安心見守り隊活動【高齢者
対策】高齢者住宅リフォーム支援/高齢者筋力トレーニ
ング教室およびスポーツジム助成/地域福祉サポートシ
ステム構築

■歳出

歳出
合計

259億4968万円
100%

土木費

民生費 27.4%
71億297万円

その他 1.0%
2億5950万円

公債費 13.1%
34億616万円

11.3%
29億3894万円

6.0% 農林水産業費
15億4391万円

6.3% 消防費
16億4700万円

7.7% 商工費
20億950万円

8.6% 教育費
22億1818万円

8.8%
衛生費

22億8700万円

9.8%
総務費

25億3652万円

■歳入

歳入
合計

284億4994万円
100%

市税

地方交付税

その他

48.5%
137億9696万円

13.4%
38億1870万円

6.4%
18億1240万円

地方譲与税 1.6%
4億6761万円

2.3% 地方消費税交付金
6億6125万円

5.5% 繰越金
15億6153万円

4.5% 県支出金
12億6535万円

6.1% 市債
17億2300万円

4.9% 繰入金
14億200万円

6.8% 国庫支出金
19億4114万円

日
本
一
住
み
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

●高齢者筋力トレーニング教室

▲福江中学校武道場
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◦用語解説
【実質赤字比率】　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
【連結実質赤字比率】　全会計を対象とした実質赤字（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率
【実質公債費比率】　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率
【将来負担比率】　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
【一般会計等】　一般会計、給食センター給食費特別会計、田原福祉専門学校特別会計、中心市街地商業

　　　　　　等活性化事業特別会計
【資金不足比率】　公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対する比率

会計 現在高
一般 258 億 1721 万円
公共下水道事業 87 億 546 万円
農業集落排水事業 26 億 6363 万円
水道事業 246 万円

合計 371 億 8876 万円

区分 現在高
財政調整基金 51 億６866 万円
特定目的基金 41 億 5018 万円
定額運用基金 28 億 6323 万円

合計 １21 億 8207 万円

水道事業会計 収入 支出
収益的収支 １２億 7689 万円 １１億 3143 万円
資本的収支※ 1 億 4145 万円 5 億 1811 万円

特別会計の名称 平成２4 年度 経営健全化基準
公共下水道事業特別会計 － 20.0％
農業集落排水事業特別会計 － 20.0％
水道事業会計 － 20.0％

会計 歳入 歳出
給食センター給食費 ２億 7757 万円 ２億７667 万円
国民健康保険 ７6 億 8402 万円 ７4 億 7749 万円
公共下水道事業 １4 億 6028 万円 １4 億　722 万円
農業集落排水事業 10 億   984 万円 9 億 7674 万円
田原福祉専門学校 １億   957 万円 １億　957 万円
介護保険 ３9 億 6919 万円 ３8 億 6865 万円
中心市街地商業等活性化事業 2439 万円 2439 万円
後期高齢者医療 6 億   783 万円 6 億   593 万円

合計 151 億 4269 万円 １47 億４665 万円

区分 平成２４年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 12.57％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 17.57％ 30.00％
実質公債費比率 ( ３ヵ年平均 ) 7.4％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 6.3％ 350.0％

■市債現在高の状況

■基金現在高の状況

■特別会計

■健全化判断比率

■企業会計

■資金不足比率

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額3億7666万円は、過年度分損益
勘定留保資金3億5724万円、減債積立金243万円、および当年度分消費税、
地方消費税資本的収支調整額１699万円で補てんしました。

※実質赤字比率および連結実質赤
字比率については、実質収支、連
結実質収支がそれぞれ黒字であ
るため｢－｣で表示しています。

※資金不足比率については、各会
計とも資金不足額が生じていな
いため｢－｣で表示しています。

市 債 等 現 在 高 ・ 特 別 会 計 ・ 企 業 会 計

健 全 化 判 断 比 率 ・ 資 金 不 足 比 率

特別会計　国民健康保険や介護保険、下水道など、特定の人や限られた人が利益
を受けるような事業について、一般会計と区別して経理を行っています。

企業会計　企業経営という観点から、水道事業は独立して経理を行っています。

　健全化判断比率の4つの指標のうち、１つでも早期健全化基準を超えると財政健全化計画を、財政再生基準を超
えると財政再生計画を策定しなければなりません。また、資金不足比率が経営健全化基準を超えると、経営健全化
計画を策定しなければなりません。いずれの場合も各計画に基づいて財政再建に取り組むことになりますが、田
原市においては、引き続き財政の健全性が確認されました。

●地震・津波から市民を守るため
　防災対策を実施

文・表中の額は１万円未満を四捨五入して
いるため、合計とは一致しない場合があり
ます。



出 演

大野町／岐阜県

１８３８～１８６５
●幕末の志士

所郁太郎

小田原市／神奈川県

多久市／佐賀県

養父市／兵庫県

日田市／大分県

沖縄市／沖縄県

田原市／愛知県

恵那市／岐阜県

竹田市／大分県

釡石市／岩手県

長野市／長野県
木曽町／長野県

米沢市／山形県

東海市／愛知県

１８２６～１９０１
●鉱山学者・事業家

１７８７～１８５６
●農政家・思想家

１８５５～１８９２
●物理学者・
電気工学者

１８１３～１８７８
●儒学者・教育家

１７８２～１８５６
●儒学者・漢詩人

１９００～１９８８
●沖縄の社会福祉の母

１７９３～１８４１
●田原藩家老・
画家・蘭学者

１７７２～１８５９
●儒学者

１８６８～１９０４●海軍中佐・
ロシア駐在武官補佐官

１８１１～１８６４ 
●思想家・兵学者

１７４２～１８２３ 
●学者代官

１７５１～１８２２ 
●米沢藩九代藩主

１７２８～１８０１
●儒学者・教育家

大島高任

二宮尊徳

志田林三郎

池田草庵

廣瀬淡窓

島 マス

渡辺崋山

佐藤一斎

廣瀬武夫

佐久間象山山村蘇門

上杉鷹山

細井平洲

13MAP-1.indd   1 13.5.16   11:47:22 AM

嚶鳴
フォーラム

嚶鳴フォーラムとは、ふるさとの先人を通し

て、まちづくり、人づくり、心そだてを目指す自

治体が一堂に会して討論し、ともに学び、より

よき地域づくりのあり方を探り、実現していくこ

とを目的としています。

田
原
市
制
施
行
10
周
年
記
念

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

田
原

お
う
め
い

〜
知
人
の
知
恵
に
学
ぶ
〜

入場整理券は、10月1日（火）9：00から田原市博物館（☎22-1720）、田原文化会館（☎22-6061）でお渡しします。
※お一人様2枚まで

12：30～16：45（開場12：00）

ところ／田原文化会館 文化ホール（サブ会場：多目的ホール）

10月26日（土）
（入場整理券が必要です）

入場無料

嚶鳴協議会参加自治体・ふるさとの先人 紹介

田原中部小学校のみなさん
舞踊「花と茨」　崋山劇「板橋の別れ」

アトラクション

私が歴史から学んだこと　松平定知氏

渡辺崋山が語るもの　童門冬二氏

講 演

今、学びたいこんな人、あんな人
童門冬二氏　松平定知氏　吉田公平氏

ト ー ク

岩手県釜石市、山形県米沢市、神奈川県小田原市、長野県長野市、長野県木曽町、岐阜県恵那市、岐阜県大野町、
愛知県田原市、愛知県東海市、兵庫県養父市、大分県竹田市、大分県日田市、佐賀県多久市、沖縄県沖縄市

嚶鳴協議会加盟自治体

プログラム
作家
童門冬二氏

京都造形芸術
大学教授
元NHKアナウンサー
松平定知氏

東洋大学
名誉教授
吉田公平氏
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市民の皆さんの融和と交流のためのイベント「第11
回田原市民まつり」を開催します。華やかなパレ

ードや、楽しい物産販売など、楽しい催し物がもりだく
さん。「スクールバンドフェスティバル2013」などの新
しい催しも用意してお待ちしております。ぜひお越し
ください！

オープニングパレード 9:40～
新三河田原駅舎からスタート！
市内を練り歩き、ゴールのはなのき広場まで市民祭りをにぎ
やかに盛り上げます。
ホールイベント 10:00～15:30
田原文化会館　
田原文化会館内では、「スクールバンドフェスティバル2013」
ほか、様々な催し物が開催されます。
フィールドイベント 10:00～15:30
はなのき広場　屋外ステージ
田原ならではの物産販売や、体験コーナーを楽しめるほか、ス
テージでの催し物も盛りだくさん。
新たに結成した田原市ご当地アイドルの特別ステージもお見
逃しなく！

踊りイベント 15:30～20:00
はなとき通り一帯
こどもステージ・じゃん田

だ

ﾞ原
ら

りん踊りコンテスト・総踊り・餅投げ

その他

▲

健康まつりなど盛りだくさん
※詳しくは後日配布する新聞折り込みチラシをご覧ください。

問い合わせ

▲

田原市民まつり実行委員会事務局
　　　　　  （商工観光課内）
　　　　　　☎23局3522 22局3817

問い合わせ

▼市民協働課	 ☎23局3504

▼豊鉄ミデイ㈱	 ☎23局7210

▼豊鉄バス㈱渥美営業所	 ☎33局0211

路線名 変更内容

伊良湖本線 「田原萱町」バス停には停まりません。
「田原市役所前」バス停を移設します。
（「新清谷」信号東側県道沿い）伊良湖支線

路線名 変更後のルート 利用できない停留所

童浦線 晩田⇔総合体育館⇔田原駅
※総合体育館へ臨時に停車

博物館入口、図書館、
中部市民館

西部線 セントファーレ⇔川岸 田原駅、中部市民館、図書館、
総合体育館、大坪、神戸

中央線
田原駅⇔市役所
晩田⇔総合体育館⇔田原駅
※総合体育館へ臨時に停車

セントファーレ、博物館入
口、図書館、中部市民館

表浜線
高松線 

大久保線

田原駅⇔福祉センター
※田原駅止まり

市役所前、セントファーレ、
中部市民館、図書館

路線名 変更後のルート 利用できない停留所

童浦線 晩田⇔総合体育館⇔田原駅
※総合体育館へ臨時に停車

博物館入口、図書館、
中部市民館

西部線 田原駅⇔川岸 中部市民館、図書館、
総合体育館、大坪、神戸

中央線 晩田⇔総合体育館⇔田原駅
※総合体育館へ臨時に停車

博物館入口、図書館、
中部市民館

表浜線
高松線 

大久保線
※田原駅止まり 中部市民館、図書館

▪ぐるりんバス(始発～午前10時）

▪豊鉄バス(午前８時～10時）

（午前10時以降）

10/27日ぐるりんバスで「田原市民まつり」へ！
ぐるりんバスの利用促進とエ

※

コモビリティの推進を兼ねて、田原市民まつり開催日は終日、運賃が無料です。

▪ぐるりんバス・豊鉄バスの路線変更について
田原市民まつりに伴う交通規制のため、中心市街地において、下表の区間で経路が変更となります。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

※エコモビリティ：環境にやさしい交通手段の利用

10月27日
9：40～20：00

日

平成25年10月1日│　 │11
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た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

8
月

9
月
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東
ア
ジ
ア
競
技
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技（
中

華
人
民
共
和
国
天
津
市［
10
／
６
～
15
］）に
出
場

を
決
め
た
柴
田
章し
ょ
う
へ
い
平
さ
ん（
田
原
町
出
身
）が
、市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。柴
田
さ
ん
は「
日
本
代

表
と
し
て
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
メ
ダ
ル
を
取
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

日
本
代
表
と
し
て

い
ざ
！
ア
ジ
ア
へ

８
月
19
日［
月
］

▲市長は「活躍がみんなの励みになる。力いっぱい頑張って」と激励しました

　

ア
イ
ア
ン
マ
ン
70
・
３
世
界
選
手
権
大
会（
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
ラ
ス
ベ
ガ
ス［
９
／
８
］）に
出
場
を

決
め
た
丸
井
英ひ
で
あ
き明
さ
ん（
馬
伏
町
）が
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。市
長
か
ら「
努
力
を
積
み
重
ね
た

結
果
。世
界
の
強
豪
相
手
に
全
力
を
出
し
切
っ
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

自
分
と
の
戦
い
で

限
界
に
挑
戦
！

８
月
30
日［
金
］

▲市長に大会への意気込みを語る丸井さん（写真中央）

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
世
界
選
手
権
大
会（
イ
ギ
リ

ス
ロ
ン
ド
ン［
９
／
15
］）に
出
場
を
決
め
た
山
本

一か
ず
ひ
ろ博
さ
ん（
長
沢
町
出
身
）が
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。エ
イ
ジ
グ
ル
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
30
～
34

歳
の
部
に
出
場
す
る
山
本
さ
ん
は「
世
界
で
自
分

の
力
を
試
し
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

世
界
の
壁
に
挑
む

目
指
す
は
優
勝
！

９
月
２
日［
月
］

▲山本さんは、9月８日に行われた「2013トライアスロン伊良湖大会」Bタイプ
　にも出場し、見事、初優勝しました



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

8
月

9
月
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▲防災に関する講演で、東日本大震災からの教訓を学ぶ子どもたち

　

防
災
キ
ャ
ン
プ「
避
難
所
宿
泊
体
験
」が
福
江
・

清
田
・
童
浦
小
学
校
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、校
区
の
協
力
の
も
と
、学
校
な
ど
を
避

難
所
と
想
定
し
、子
ど
も
た
ち
に
生
活
体
験
の
中

で
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
24
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、各
班
に
分
か
れ
て
話
し
合
い

な
が
ら
、段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
避
難
所
居
住
ス

ペ
ー
ス
を
設
営
し
ま
し
た
。ま
た
、防
災
食
で
の
生

活
も
体
験
し
、災
害
時
の
状
況
に
対
し
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う

防
災
対
策
！

８
月
22
日［
木
］

Hello,

everyone!!

（ハロー、エブリワン !!）

私たちは
外国語指導助手（Ａ

エ ー エ ル テ ィ ー

ＬＴ）です。

私たちは、市内の小・中学校で英語を教えています。また、私たちの国の文化

に触れ、子どもたちが国際理解を深めるきっかけにもなっています。

▼田原中・神戸小・大草小・田原南部小・野田小・亀山小・清田小
　（平成25年9月～）

▼野田中・福江中・六連小・高松小・若戸小・福江小
　（平成25年４月～）

はじめまして。アメリ
カのデラウエア州出
身の22歳です。大学で
は３年間日本語を勉
強していました。日本
に来るのは２回目。よ
ろしくお願いします。

A
アレック

lec D
デービス

avis 先生

▼赤羽根中・泉中・童浦小・田原中部小・衣笠小・赤羽根小・泉小
　（平成25年９月～）

私は初めて日本に来ま
した。田原市の子ども
たちと一緒に楽しく勉
強したいと思います。
一生懸命がんばります
ので、どうぞよろしく
お願いします。

D
デバン

evan B
ブルックス

rooks 先生

田原市のＡＬＴとし
て５年目になります。
毎年楽しく勉強して
います。これからも楽
しく活動していきた
いです。どうぞよろし
くお願いします。

▼東部中・伊良湖岬中・田原東部小・和地小・堀切小・伊良湖小・中山小
　（平成21年９月～）

今年の４月からＡＬＴ
をしています。毎日が
とても楽しいです。み
なさんともっと仲良く
勉強していきたいと思
います。よろしくお願
いします。

M
マイカ

icah W
ワイリー

iley 先生T
テイラー

aylor T
トラスラー

rusler 先生



27
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
ご

ろ　

▼
活
動
内
容
＝
会
場
案
内
、
会
場
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
徴
集
・
整
理
な
ど　

▼
定

員
＝
30
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝

10
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
商
工
観
光
課
に

あ
る
申
込
用
紙
（
田
原
市
民
ま
つ
り
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
に
て　

▼
そ

の
他
＝
当
日
は
主
催
者
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
加
入

※
詳
し
く
は
、
申
込
用
紙
に
添
付
の
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

（
〒
４
４
１

－
３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

syoko@
city.tahara.aichi.jp

http://tahara-fes.sakura.ne.jp/

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
が
講
師
と

な
り
、
得
意
な
も
の
を
教
え
る
生
涯
学
習

講
座
「
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」
の
開
催
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
や
教
養
、
文
化
、
健
康
な
ど
、
特

技
を
生
か
し
て
講
師
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
時
期
／
回
数
＝
相
談
の
う
え
、
決

定　

▼
場
所
＝
原
則
、
市
民
館
や
文
化
会

　

田
原
市
民
ま
つ
り
を
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
で
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
15

歳
以
上
の
方
（
中
学
生
を
除
く
）　

▼
ま

つ
り
日
程
＝
10
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
８
時
ご
ろ　

▼
活
動
日
時
＝
10
月

館
な
ど
の
公
共
施
設　

▼
開
催
時
間
＝
１

回
１
～
２
時
間
程
度　

▼
申
し
込
み
＝
生

涯
学
習
課
に
あ
る
講
師
登
録
用
紙
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て　

▼
そ
の
他
＝
受
講
者
の
募

集
や
講
座
案
内
、
受
講
料
納
入
な
ど
事
務

手
続
き
は
、
市
教
育
委
員
会
が
実
施
／
原

則
、
10
名
以
上
の
受
講
生
が
集
ま
っ
た
場

合
に
開
講

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課　

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
期
日
／
時
間
／
受
講

料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実

費
負
担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ

デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）

▼
定
員
＝
各
20
名
／i

ア
イ
パ
ッ
ド

Pad

体
験
は
10
名

（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
希
望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の

有
無
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・

申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に

２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可　

※
休
館
日

＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp
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募
集

W
A
N
TED

生
涯
学
習
講
座

市
民
カ
レ
ッ
ジ　

講
師

田
原
市
民
ま
つ
り

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

i

ア
イ
パ
ッ
ド

P
ad

・
パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

■パソコン教室
コース 期日 時間 受講料

iPad体験 11／8金 13:30～15:30
無料

はじめてのインター
ネット・電子メール 11／3日・祝・10日 9:30～11:30

エクセル初級 11／3日・祝・10日
17日・24日 13:30～15:30

1,000
円

年賀状作成 11／17日・24日 9:30～11:30

※パソコンの環境　OS：Windows Vista
使用ソフト：Internet Explorer9、Microsoft Word2007、Excel2007
iPadは市側で用意します。



２
時
50
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

２
０
１
会
議
室　

▼
講
師
＝
彦
坂
久
美
子

氏（
ジ
ェ
ト
ロ
香
港
の
食
品
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
／
デ
ニ
ス　

ウ
ー
氏
（
味
珍
味
［
香

港
］
有
限
公
司
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）　

▼
定
員

＝
50
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
11
月
15
日
（
金
）
ま
で
に

農
政
課
に
あ
る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
て

◦
提
出
先

株
式
会
社
サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト

（
担
当
：
都
築
）

☎（
０
５
３
２
）44
局
１
１
１
１

（
０
５
３
２
）44
局
１
１
２
２

tsuzuki@
tsc.co.jp

※
株
式
会
社
サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト
は
、

愛
知
県
、
豊
橋
市
、
民
間
企
業
な
ど
が
出
資

す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
で
す
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

と
に
上
位
４
点
に
賞
状
と
賞
品
を
贈
呈　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
11
日
（
月
）
ま
で
に

農
政
課
・
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
・
田
原

農
業
改
良
普
及
課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
農
村
輝
き
ネ
ッ

ト
・
あ
つ
み
事
務
局
（
田
原
農
業
改
良
普

及
課
）
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
／

応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
応
募
さ
れ
た
レ
シ
ピ
な
ど
は
印
刷
物
な

ど
に
二
次
使
用
す
る
場
合
あ
り

▼
農
村
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
つ
み
事
務
局

（
田
原
農
業
改
良
普
及
課
内
）

（
〒
４
４
１

－

３
４
２
７　

加
治
町
南
恩

中
７

－

５
）
☎
22
局
０
３
８
１

▼
対
象
＝
就
園
前
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
外

国
出
身
の
マ
マ
と
子
ど
も
お
よ
び
妊
婦　

▼
日
時
＝
10
月
29
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分　

▼
集
合
場
所
＝
市
役
所

北
庁
舎
北
玄
関　

▼
内
容
＝
ひ
ま
わ
り

ル
ー
ム
見
学
（
中
部
保
育
園
）　

▼
参
加

料
＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝
ハ
ン
ド
タ
オ

ル
、
飲
み
物　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
22
日

（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、住
所
・
母
子
の
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０　

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

　

田
原
市
で
は
、
加
工
食
品
を
含
む
農
畜

水
産
物
の
新
た
な
海
外
販
路
の
開
拓
に
取

り
組
み
ま
す
。
海
外
で
最
大
規
模
の
日
本

食
品
市
場
の
香
港
か
ら
、
食
品
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
お
よ
び
大
手
日
本
食
品
輸
入
販

売
業
者
を
招
き
、
香
港
市
場
で
の
日
本
産

食
品
の
現
状
紹
介
、
販
路
開
拓
に
資
す
る

「
食
品
輸
出
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時
～

　

渥
美
半
島
自
慢
の
農
産
物
を
使
っ
た
加

工
品
と
料
理
の
レ
シ
ピ
を
農
村
女
性
組
織

「
農
村
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
つ
み
」が
募
集
し

ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
（
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
可
）　

▼
募

集
内
容
＝
①
加
工
品
の
部
②
料
理
の
部　

※
い
ず
れ
も
田
原
市
産
農
産
物
を
１
つ
以

上
使
用
の
こ
と
。
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
に
限
る
。　

▼
審
査
＝
一
次
審
査
：

書
類
審
査
／
二
次
審
査
：
神
戸
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
て
外
観
、
食
味
な
ど
の
審
査

（
12
月
16
日
月
予
定
）　

▼
入
賞
＝
部
門
ご

平成25年10月1日│　 │15

外
国
人
マ
マ
の
会　

参
加
者

田
原
市
香
港
バ
イ
ヤ
ー
招し

ょ
う
へ
い聘
事
業

「
食
品
輸
出
セ
ミ
ナ
ー
」　

参
加
者

地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
・

料
理
コ
ン
テ
ス
ト　

参
加
者

市政ぴーあーる講座
６次産業化・農商工連携 を知ろう
６次産業化・農商工連携は、第１、第２、第３次産業
の壁を取り払い、地域資源を有効活用し、地域活性
化と新ビジネスを生み出す手法として注目されていま
す。今回は、市内で実際に取り組んでいる方々を訪
問します。

▶対象＝市内在住・在勤・在学の 18 歳以上の方
▶日時＝ 11 月 12 日（火）午前 11 時 30 分～

午後 4 時 30 分
▶場所＝市役所北庁舎北玄関前集合（市バスで移動）
▶定員＝ 20 名（先着順）
▶内容＝地元食材を使ったランチやスイーツの体

験、農場・水産工場見学など
▶参加料＝無料（昼食代など 1,700 円程度は実費）
▶申し込み＝ 11 月 1 日（金）までに、電話またはＦＡＸ・

Ｅメールにて（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は、住所・氏名・
年齢・性別・電話番号を明記）

▶服装＝動きやすい服装でご参加ください。

▶広報秘書課　☎ 22 局 0138 23 局 1691
                      koho@city.tahara.aichi.jp

参加者募集



＝
「
ほ
の
国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
提

示
で
、
小
・
中
学
生
の
入
館
料
が
無
料

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０

22
局
８
０
７
０

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
活
性
化
、
地

域
交
流
の
推
進
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
目
的
に
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
大
会
の
様
子
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
撮
影
・
放
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
賞
の
ほ
か
優
勝
チ
ー
ム
に
は
豪
華

賞
品
も
用
意
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
田
原
・
豊
橋
・
新
城
市
内
の
小

学
３
～
６
年
生　

▼
日
時
＝
11
月
23
日

（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
予
定

▼
場
所
＝
田
原
市
総
合
体
育
館　

▼
定
員

＝
12
チ
ー
ム
（
先
着
順
）　

▼
チ
ー
ム
人

数
＝
１
チ
ー
ム
12
～
20
名
／
引
率
者
が
1

名
以
上
必
要　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
31

日
（
木
）

ま
で
に
生

涯
学
習
課

な
ど
に
あ

る
申
込
書

に
必
要
事

項
を
記
入

の
う
え
直
接
提
出
、
ま
た
は
大
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.tees.ne.jp/
new

s/fureai.htm
l

）
の
フ
ォ
ー
ム
に
て

▼
そ
の
他
＝【
主
催
】豊
橋
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社【
後
援
】田
原

市
・
田
原
市
教
育
委
員
会
・
田
原
市
体
育

協
会
な
ど

▼
テ
ィ
ー
ズ
杯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
実
行

委
員
会

０
１
２
０（
８
１
６
）１
４
２

▼
対
象
＝
義
務
教
育
を
修
了
ま
た
は
平
成

26
年
３
月
修
了
見
込
み
の
知
的
障
害
が
あ

る
方
で
、
集
団
生
活
に
支
障
な
く
、
訓
練

の
妨
げ
と
な
る
行
動
の
な
い
方　

▼
募
集

す
る
科
＝
機
械
科
、
縫
製
科
、
木
工
科
、

陶
磁
器
科
、
紙
器
製
造
科　

▼
訓
練
期
間

＝
１
年
（
全
寮
制
）　

▼
受
付
期
間
＝
【
Ａ

日
程
】
10
月
11
日
（
金
）
ま
で
【
Ｂ
日
程
】

11
月
27
日
（
水
）
～
平
成
26
年
１
月
24
日

（
金
）
※
Ａ
日
程
で
募
集
人
員
に
達
し
た

場
合
は
、
Ｂ
日
程
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
試
験
日
＝
【
Ａ
日
程
】
11
月
５
日
（
火
）

～
13
日
（
水
）
の
間
で
指
定
す
る
日
【
Ｂ

日
程
】
平
成
26
年
２
月
３
日
（
月
）・
４

日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
指
定
す
る
日

▼
試
験
方
法
＝
実
技
試
験
、
面
接　

▼
定

員
＝
各
科
20
名　

▼
授
業
料
＝
無
料

▼
応
募
方
法
＝
入
校
願
書
、
療
育
手
帳
の

写
し
（
取
得
し
て
い
な
い
場
合
は
判
定
書

の
写
し
）、
健
康
診
断
書
な
ど
を
豊
橋
公

共
職
業
安
定
所
に
直
接　

▼
そ
の
他
＝
公

共
職
業
安
定
所
か
ら
職
業
訓
練
の
受
講
指

示
を
受
け
て
入
校
し
た
場
合
は
、
訓
練
期

間
中
、
訓
練
手
当
を
支
給

▼
春
日
台
職
業
訓
練
校
（
春
日
井
市
）

☎（
０
５
６
８
）88
局
０
８
１
１

　

暮
ら
し
の
身
近

な
法
律
問
題
に
つ

い
て
、
法
務
局
職

員
が「
市
民
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
20
日（
水
）午
後
１
時
30
分

～
４
時（
午
後
１
時
開
場
）　

▼
場
所
＝
豊

橋
地
方
合
同
庁
舎
４
階
会
議
室（
豊
橋
市

大
国
町
）　

▼
内
容
＝
「
相
続
」「
抵
当
権

の
抹
消
」　

▼
講
師
＝
法
務
局
職
員　

▼
定
員
＝
40
名（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
直
接

／
11
月
５
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

受
付
開
始

※
公
共
交
通
機
関
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
総
務
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

▼
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
／
講
座
名
／
内

容
／
受
講
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員
＝

各
20
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）
12
月
の
講
座
の
受
付
は
、

11
月
１
日
（
金
）
か
ら
開
始　

▼
そ
の
他

平成25年10月1日 │　 │16

吉
胡
貝
塚
資
料
館

秋
・
冬
の
体
験
講
座　

受
講
者

法
務
局
市
民
講
座　

受
講
者

■吉胡貝塚資料館　秋・冬の体験講座
日時 講座名 内容 受講料

10／20日
13：30～15：00

渥美焼のデザイン（押印文）
を写し取ろう

拓本で渥美窯の甕
かめ

・壺
つぼ

につ
けられた文様を写します。 100円

11／24日
13：00～16：00 どんぐりクッキーづくり どんぐりをすりつぶしてク

ッキーを作ります。 100円

12／8日
10：00～15：00 つる編みのかごづくり

野山に生えるつるを取り
に行き、素朴なかごを作
ります。

300円

12／15日
13：00～16：00 どんぐりの草木染め どんぐりを使って手ぬ

ぐいを染めます。 400円

テ
ィ
ー
ズ
杯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者

愛
知
県
春
日
台
職
業
訓
練
校

平
成
26
年
度
訓
練
生



て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
身
近
な
生
活
排
水
対
策

◦
食
べ
残
し
・
飲
み
残
し
を
減
ら
す
。

◦
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
、
汚
れ
を
取
り
除
く
。

◦
使
用
済
み
油
は
新
聞
紙
な
ど
に
吸
わ
せ

て
可
燃
ご
み
と
し
て
捨
て
る
。

◦
食
器
や
鍋
の
油
汚
れ
は
ま
ず
新
聞
紙
な

ど
で
拭
き
取
る
。

◦
洗
剤
は
適
量
を
計
っ
て
使
う
。

▪
浄
化
槽
の
適
正
管
理

　

浄
化
槽
の
管
理
を
行
う
方
は
、
保
守
点

検
・
清
掃
の
実
施
・
法
定
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
愛
知
県
環
境
部
水
地
盤
環
境
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
２
１
９

　

地
域
住
民
、
大
学
・
研
究
機
関
、
経
済

界
及
び
行
政
が
一
堂
に
会
し
、「
新
し
い
連

携
体
制
の
実
現
に
向
け
て
～
三
遠
南
信
連

携
の
発
展
と
越
境
連
携
地
域
交
流
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
全
国
越
境
地
域
政
策
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
ほ
か
、
全
体
会
、
分

科
会
お
よ
び
報
告
会
を
行
い
三
遠
南
信
地

域
の
連
携
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
併
せ
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
30
日
（
水
）
午
後
１
時
～

（
住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
午
前
10
時
～
）　

▼
場
所
＝
飯
田
文
化
会
館
（
長
野
県
飯
田

市
）、
シ
ル
ク
ホ
テ
ル
（
長
野
県
飯
田
市
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
不
要

／
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョン
推
進
会
議

（
Ｓセ

ナ

Ｅ
Ｎ
Ａ
）事
務
局（
浜
松
市
企
画
部
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
）４
５
７
局
２
２
４
２

▪
記
念
講
演
会　
「
日
本
美
の
源
流

－

国

宝
・
秋
草
文
壺
の
魅
力
に
迫
る
」

▼
日
時
＝
11
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時　
▼
場
所
＝
崋
山
会
館

▼
講
師
＝
学
習
院
大
学
教
授　

荒
川
正
明

氏
（
日
本
陶
磁
史
）　
▼
定
員
＝
１
５
０
名

（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
当
日
、
受
付
に
て　

▼
そ
の
他
＝

座
談
会
「
渥
美
窯
を
語
る
」（
講
演
終
了

後
～
午
後
４
時
）

▪
特
別
展
展
示
解
説　

▼
日
時
＝
10
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
～

２
時
、
10
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～
11

時　

▼
場
所
＝
田
原
市
博
物
館
展
示
室　

▼
参
加
料
＝
無
料
（
入
館
料
は
必
要
）　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
、
受
付
に
て

▪
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
渥
美
焼
の
デ
ザ
イ

ン
（
押
印
文
）」
を
写
し
取
ろ
う

▼
会
場
＝
吉
胡
貝
塚
資
料
館

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
16
頁
に
掲
載

▪
考
古
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
渥
美
窯
編
年

の
再
構
築
」

　

渥
美
窯
の
生
産
の
年
代
を
検
討
す
る
、

学
際
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所
＝
崋
山
会
館　

▼
基

調
講
演
＝
渥
美
窯
研
究
の
あ
ゆ
み
と
現
状

【
講
師
】
安
井
俊
則
氏
（
田
原
市
文
化
財
保

護
審
議
会
）【
パ
ネ
ラ
ー
】
考
古
学
研
究
者

▼
定
員
＝
１
４
０
名
（
先
着
順
）　

▼
参

加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
、
受

付
に
て　

▼
共
催
＝
東
海
土
器
研
究
会

▪
見
学
ツ
ア
ー「
渥
美
窯
の
ふ
る
さ
と
を
巡
る
」

　

市
内
の
渥
美
窯
史
跡
を
見
学
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
３
日
（
日
・
祝
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

▼
定
員
＝
45
名
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
参
加

料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
20
日

（
日
）
ま
で
に
田
原
市
博
物
館
（
☎
22
局

１
７
２
０
）
へ
電
話
に
て

▼
文
化
財
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

　

国
土
交
通
省
で
は
毎
年
10
月
を
「
土
地

月
間
」、
10
月
１
日
を
「
土
地
の
日
」
に

指
定
し
、
土
地
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
高
め
る
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴

重
な
資
源
で
す
。
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に

も
、
土
地
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５

22
局
３
８
１
１

　

愛
知
県
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
ク
リ
ー

ン
排
水
推
進
月
間
」
お
よ
び
「
浄
化
槽
強

調
月
間
」
と
定
め
、
家
庭
で
の
生
活
排
水

対
策
や
浄
化
槽
の
適
正
管
理
な
ど
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
は
、
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
大
き
な
効
果
に
つ
な
が
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
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10
月
は
土
地
月
間

10
月
は
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間

浄
化
槽
強
調
月
間

生
活

LIFE

第
21
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
３

in
南
信
州
を
開
催
し
ま
す

特
別
展「
渥
美
窯 

国
宝
を
生
ん
だ

美
と
技
」関
連
事
業



▪
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
献
血
＝
愛
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
豊

橋
出
張
所
☎（
０
５
３
２
）32
局
１
２
９
７

▼
献
眼
・
献
腎
登
録
＝
田
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
☎
22
局
６
０
１
３　
※
午
前
９
時
～
午
後
１
時

▼
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
登
録
＝
豊
川
保

健
所
生
活
環
境
安
全
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
１
７
７

　

聞
こ
え
と
言
葉
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
聴
覚

に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
指
導
は
、
早

期
に
開
始
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
聴
覚
障
害
乳
幼
児
（
就
学
前
）

の
保
護
者　

▼
場
所
＝
愛
知
県
立
豊
橋
聾

学
校
（
豊
橋
市
草
間
町
）　

▼
相
談
時
間

＝
月
～
金
曜
日
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
内
容
＝
聴
力
測
定
、
言
葉
の
育
て

方
、
人
工
内
耳
、
補
聴
器
、
子
育
て　

▪
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

高
齢
者
が

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か

る
と
、
普
通

の
風
邪
に
比

べ
て
全
身
症

状
が
強
く
な

り
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
た

場
合
に
は
、
重
症
化
し
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
抵

抗
力
が
つ
く
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
。
流
行
前
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象=

①
65
歳
以
上
（
昭
和
23
年
12
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
②
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
な

ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方　

※

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知　

▼
実
施
期
間

＝
10
月
15
日
（
火
）～
平
成
26
年
１
月
31
日

（
金
）　
▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関

▼
自
己
負
担
額
＝
１
０
０
０
円
（
生
活
保

護
世
帯
の
方
お
よ
び
平
成
25
年
度
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
免
除
）

▪
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成

　

高
齢
者
が
肺
炎
に
か
か
る
原
因
の
中
で

最
も
多
い
と
い
わ
れ
る「
肺
炎
球
菌
」の
感

染
予
防
に
有
効
で
す
。こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
両
方
を

接
種
し
て
お
く
と
、
さ
ら
に
効
果
的
な
肺

炎
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
の
方

で
、
過
去
５
年
間
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方
（
過
去
に
こ
の
予

防
接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

方
）　

▼
助
成
金
額
＝
２
０
０
０
円
（
自

己
負
担
額
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
／
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
免

除
）　

▼
接
種
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機

関　

▼
申
請
方
法
＝
随
時
、
市
役
所
・
あ

つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
の
健
康
課
で
受
診

券
を
発
行
し
ま
す
。
接
種
前
に
い
ず
れ
か

の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０　

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

▼
日
時
＝
10
月
27
日
（
日
）
①
午
前
10
時

～
11
時
30
分
②
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
市
民
ま
つ
り
会
場
（
田
原

文
化
会
館
は
な
の
き
広
場
南
側
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
料
＝
無
料

▼
愛
知
県
立
豊
橋
聾
学
校

☎（
０
５
３
２
）45
局
２
０
４
９

▼
日
時
＝
11
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
～

３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
専
門
学

校
講
堂　

▼
講
師
＝
に
わ 

ぜ
ん
き
ゅ
う

氏
（
石
の
鳥
＆
流
木
作
家
）
▼
内
容
＝
ぜ

ん
き
ゅ
う
さ
ん
と
ま
あ
る
い
心　

▼
受
講

料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、
参
加

人
数
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
託
児
は
10

月
28
日
（
月
）
ま
で
に
要
予
約
／
手
話
通

訳
あ
り

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

　

給
水
工
事
は
、
田
原
市
指
定
給
水
装
置

工
事
店
へ
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

◦
株
式
会
社
ナ
ガ
シ
マ

☎（
０
５
３
３
）78
局
２
３
１
１

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２

22
局
３
１
８
４
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水
道
指
定
工
事
店
の
新
規
追
加

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
・

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

献
血・
献
眼
・
献
腎
・骨
髄
・
末
梢
血
幹

細
胞
の
提
供
に
ご
協
力
を
！

聞
こ
え
と
言
葉
に
心
配
が
あ
る

乳
幼
児
の
教
育
相
談

田
原
福
祉
専
門
学
校

平
成
25
年
度
公
開
講
座



統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
配
布
し
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
１
・
２
級
の
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
障
害

ま
た
は
１
級
の
内
部
障
害
が
あ
る
方
②
Ａ

判
定
の
知
的
障
害
が
あ
る
方
③
１
・
２
級

の
精
神
障
害
が
あ
る
方　

▼
手
続
き
に
必

要
な
も
の
＝
障
害
者
手
帳

◦
交
付
に
つ
い
て

▼
日
時
＝
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
場
所
＝
①

田
原
地
区
の
方
…
市
役
所
地
域
福
祉
課

（
北
庁
舎
１
階
）
②
赤
羽
根
地
区
の
方
…

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー（
旧
赤
羽
根
支
所
）

③
渥
美
地
区
の
方
…
渥
美
支
所　

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７

23
局
３
５
４
５

　

障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
り
、
ま
た
そ
の

養
護
者
を
支
援
す
る
た
め
、
障
害
者
虐
待

防
止
法
（
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
方

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
11
名
の
審
査
員
で
構

成
さ
れ
、
検
察
官
が
し
た
不
起
訴
処
分
の

善
し
悪
し
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年

の
審
査
員
候
補
者
予
定
者
を
選
挙
人
名
簿

か
ら
「
く
じ
」
に
よ
り
選
び
出
し
ま
す
。

検
察
審
査
会
か
ら
審
査
員
候
補
者
に
選
ば

れ
た
方
に
は
通
知
が
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
豊
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

☎（
０
５
３
２
）52
局
３
２
８
３

▼
田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

　

農
林
水
産
省
で
は
、
国
内
の
漁
業
の
生

産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
水
産
物
流
通
・
加
工
業
等
の
漁

業
を
取
り
巻
く
実
態
と
変
化
を
総
合
的
に

把
握
す
る
た
め
、
11
月
１
日
現
在
で
「
漁

業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
５
年
ご
と
に
水
産
業
を
営
ん
で
い

る
す
べ
て
の
世
帯
や
法
人
を
対
象
に
、
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
世
帯
に
は
、10
月
下
旬
ご
ろ
、

律
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
養
護
者
（
家
族
や

同
居
人
等
）、
福
祉
施
設
従
事
者
、
使
用

者
（
雇
用
主
等
）
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り

発
見
し
た
り
し
た
場
合
は
、必
要
に
応
じ
、

障
害
者
の
一
時
保
護
や
支
援
を
行
い
ま
す

の
で
、
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

通
報
者
、
相
談
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

◦
通
報
窓
口

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７

23
局
３
５
４
５

※
夜
間
・
休
日
・
年
末
年
始
は
、
市
役
所

（
代
表
）
☎
22
局
１
１
１
１

◦
相
談
窓
口

▼
田
原
市
障
害
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
23
局
３
８
１
２

23
局
３
１
１
０

　

田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適

正
処
理
対
策
協
議
会
が
行
って
い
る
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
で
は
、
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
と
ポ
リ
系
フ
ィ
ル
ム
を
分
別

の
う
え
搬
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル

フ
ィ
ル
ム
の
結
束
は
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
の
切

れ
端
を
使
用
す
る
な
ど
、
同
じ
材
質
の
物

で
束
ね
る
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
分

別
の
効
率
を
向
上
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
作
業

を
円
滑
化
す
る
た
め
、
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
そ
の
場
で
束
ね
直
し
て
い

た
だ
く
か
、
受
け
取
り
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
ポ
リ
系
フ
ィ
ル
ム
は
、
潅か
ん
す
い水
チ
ュー

ブ
や
ポ
リ
系
の
ひ
も
で
束
ね
る
こ
と
が
出
来

ま
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
の
切
れ
端
な
ど

は
使
用
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
処
理
対
策
協
議
会
（
農
政
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み

田
原
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
23
局
１
６
３
６

赤
羽
根
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
１
３
４

渥
美
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
０
０
０
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検
察
審
査
会
審
査
員
候
補
者
の

予
定
者
を
選
び
ま
す

漁
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を
！

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
電
車
券
・

元
気
パ
ス
購
入
助
成
券（
下
半
期
分
）交
付

❖
虐
待
の
種
類

【
身
体
的
虐
待
】
体
に
傷
や
痛
み
を
負
わ
せ

る
暴
行
を
加
え
る
こ
と
や
、
正
当
な
理
由

な
く
体
の
自
由
を
奪
う
こ
と

【
性
的
虐
待
】
無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意
と

見
せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ

と
や
、
さ
せ
る
こ
と

【
心
理
的
虐
待
】
激
し
い
暴
言
を
浴
び
せ
た

り
、
拒
絶
的
な
態
度
を
と
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
心
を
傷
つ
け
る
こ
と

【
放
棄
・
放
任
】
食
事
や
入
浴
、
排
泄
な
ど

の
介
助
を
せ
ず
、
心
や
体
を
衰
弱
さ
せ
る

こ
と

【
経
済
的
虐
待
】
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産

や
年
金
、
賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
や
、
不

利
益
を
与
え
る
こ
と

障
害
者
に
対
す
る
虐
待

迷
わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

排
出
時
の
分
別
の
お
願
い



ス
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
販

売
窓
口
で
た
べ
り
ん
く
う
ポ
ン
券
を
ご
購

入
い
た
だ
き
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
前
売
り
販
売
期
間

　

11
月
８
日
（
金
）
ま
で

◦
金
額

　

１
組
１
０
０
０
円（
１
０
０
円
×
10
枚
）

◦
内
容

　
「
た
べ
り
ん
く
う
ポ
ン
券
」
は
、
11
月

９
日
（
土
）
か
ら
12
月
１
日
（
日
）
ま
で
、

協
力
店
で
金
券
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

◦
ご
注
意
く
だ
さ
い

◦
払
い
戻
し
、返
金
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
お
つ
り
は
出
ま
せ
ん
。

◦
来
場
時
間
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
の

料
理
が
購
入
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◦
田
原
市
内
の
販
売
窓
口

◦
田
原
市
役
所
商
工
観
光
課

◦
市
内
金
融
機
関
各
支
店
（
豊
川
信
用
金

庫
・
蒲
郡
信
用
金
庫
・
豊
橋
信
用
金
庫
）

◦
イ
オ
ン
田
原
店
、
サ
ン
ク
ス
各
店　

※
詳
し
く
は
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
豊
川

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。	

▼
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
豊
川
実
行
委
員

会☎（
０
５
３
３
）89
局
２
２
６
２

（
０
５
３
３
）95
局
０
０
１
０

http://toyokaw
a.b-1grandprix.com

/

　

市
内
で
法
人
な
ど
の
新
規
設
立
や
、
事

務
所
・
事
業
所
の
新
規
開
設
を
し
た
場
合

は
、速
や
か
に
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
（
写
し
）

と
定
款（
写
し
）を
添
え
て
、法
人
設
立（
変

更
）
等
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
商
号
」「
所
在
地
」「
代
表
者
」「
資

本
金
額
」「
決
算
期
」
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
や
「
法
人
の
解
散
」「
事
業
所
の
閉

鎖
」
な
ど
を
し
た
場
合
も
、
そ
の
都
度
、
変

更
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（「
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
」
を
利
用
し
て
の
届
出
も
可
）

※
法
人
設
立
（
変
更
）
等
申
告
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

座
談
会
【
12
月
14
日
（
土
）
午
前
11
時
30

分
～
午
後
２
時
】
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
に

つ
い
て
、
座
談
会　

▼
場
所
＝
田
原
福
寿

園　

▼
申
し
込
み
＝
開
催
日
の
２
日
前
ま

で
に
田
原
福
寿
園
（
☎
27
局
０
０
０
８
）

へ
電
話
に
て

▪
家
族
介
護
者
交
流
会

▼
対
象
＝
ご
家
庭
で
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方　

▼
日
時
／
内
容
＝
【
11
月
21
日

（
木
）
午
後
１
時
～
３
時
】
感
染
症
に
つ

い
て
、
座
談
会
【
12
月
19
日
（
木
）
午
後

１
時
～
３
時
】
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
に
つ

い
て
、
座
談
会　

▼
場
所
＝
渥
美
福
寿
園

▼
申
し
込
み
＝
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に

渥
美
福
寿
園
（
☎
34
局
６
６
８
８
）
へ
電

話
に
て

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

　

11
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）、
豊
川

稲
荷
周
辺
と
豊
川
市
野
球
場
周
辺
を
会
場

と
し
て
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
豊
川
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
、
料
理
を
購

入
す
る
の
に
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
専
用
チ

ケ
ッ
ト
「
た
べ
り
ん
く
う
ポ
ン
券
」
を
前

売
り
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
当
日
は
チ
ケ
ッ
ト
ブ
ー

　

滝
頭
公
園
内
特
設
コ
ー
ス
に
お
い
て
田

原
市
中
学
校
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
駐
車
場
、
遊
歩
道
も
コ
ー
ス
の
一
部

と
な
っ
て
お
り
、
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
19
日
（
土
）
午
前
９
時
～

正
午
ご
ろ
（
天
候
不
良
の
場
合
の
予
備
日

は
翌
日
）

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

　

ご
家
庭
で
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
の

勉
強
会
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
介
護

で
の
苦
労
や
不
安
、
わ
か
ら
な
い
事
を
み

な
さ
ん
で
話
し
相
談
し
合
う
場
で
す
。

　

介
護
を
始
め
た
ば
か
り
の
方
や
長
く
介

護
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
い
。

▪
認
知
症
介
護
者
の
集
い

▼
対
象
＝
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
や
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方　

▼
日
時
／
内
容
＝
【
11
月
16
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
】感
染
症
に
つ
い
て
、
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税TA
X

滝
頭
公
園
駐
車
場　

混
雑
予
想

介
護
者
の
交
流
会
を
開
催

Ｂビ
ー
ワ
ン

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
豊
川

イ
ベ
ン
ト
専
用
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

法
人
の
各
種
届
出
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ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～10/3木
トライアスロン伊良湖大会

花育バスツアー

10/4金～10/17木
田原まつり
市制施行 10 周年記念特別展

「渥美窯 国宝を生んだその美と技」

10/18金～10/31木
スポーツギネス大会

６次産業化起業塾
毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

10月 渡辺崋山
～現代に引き継がれる崋山の心～

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45



平成25年10月1日 │　 │22

田原市の イ ベ ン ト

◉
10
月
18
日
金
・
19
日
土　

た
っ
ぷ
く
祭
「L

ラ

ブ

ove t

ト
ゥ

o h

ハ

ッ

ピ

ネ

ス

appiness

～
愛
・
幸
・
感
・
絆
～
」

時
間
▼
18
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
４
時
、

19
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

内
容
▼
お
茶
席
や
模
擬
店
、
手
浴
体
験
、

ゲ
ー
ム
、
献
血
な
ど

参
加
料
▼
無
料

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

◉
10
月
27
日
日　

み
ん
な
の
消
費
生
活
展

～
安
心
・
安
全
・
賢
い
く
ら
し
～

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
▼
田
原
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
展
示
コ
ー
ナ
ー
、不
用
品
交
換
会
、

リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
、共
同
購
入
即
売
会
、

「
田
原
市
生
活
学
校
」
の
活
動
紹
介
な

ど
▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
27
日
日　

田
原
市
民
ま
つ
り

※
11
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
13
日
日　

蔵
王
山
展
望
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
▼
蔵
王
山
展
望
台
一
帯

内
容
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、工
作
広
場
、

蔵
王
山
お
茶
会
ほ
か

お
茶
券
前
売
り
▼
料
金
５
０
０
円（
２
席

／
く
じ
付
き
）※
当
日
６
０
０
円

　
【
販
売
場
所
】
道
の
駅
田
原
め
っ
く
ん

は
う
す
、蔵
王
山
展
望
台
、池
ノ
原
会
館

ほ
か

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

月
の
イ
ベ
ン
ト

10

伊勢湾海上交通センター
施設一般公開
◎日時＝ 11 月２日（土）午前 10 時～午後
３時（受付は午後 2 時 30 分まで）　◎場所
＝伊勢湾海上交通センター（伊良湖町）　◎内
容＝管制室見学、制服試着、ペーパクラフト
作成など　◎見学料＝無料　◎申し込み＝不
要。当日、直接会場へお越しください。
※天候不良時など翌日に順延する場合があり
ます。

▶伊勢湾海上交通センター整備課
☎３４局２７００ ３４局２７０４

http://www6.kaiho.mlit.go.jp/isewan/

●伊勢湾海上交通センター

イベント名
（市町村）

場　所
期　日 問い合わせ

豊橋まつり
（豊橋市）

豊橋公園周辺ほか

10/19 土
・20 日

豊橋まつり振興会
（豊橋市観光振興課内）
☎（0532）51局2430

みかわ de オンパク
（蒲郡市）
蒲郡市ほか

10/5 土～
11/10 日

みかわ de オンパク
実行委員会
☎（0533)68局2526

全日本ラリー
選手権第９戦

新城ラリー 2013
（新城市）

県営新城総合公園

10/26 土
・27 日

新城市教育委員会スポーツ課
☎（0536）23局7653

東三河８市町村の広報紙共同企画と
して、東三河の観光イベント

をご紹介します。

▶東三河広域観光協議会☎（0532）54局1484 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

▲豊橋まつり
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▪
参
加
者
募
集

演
奏
▼
１
団
体
30
分
以
内

参
加
料
▼
無
料　

申
し
込
み
▼
10
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
、

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
／
応
募

用
紙
は
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
で
配
布
の

ほ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
株
式
会
社
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
（
セ

ン
ト
フ
ァ
ー
レ
３
階
）

☎
24
局
２
３
４
５

24
局
２
３
４
６

http://w
w

w
.tahara-tm

o.com
/

◉
11
月
８
日
金
～
11
日
月　

中
部
日
本
都
市
対
抗
軟
式
野
球
大
会

　

中
部
各
県
代
表
チ
ー
ム
の
熱
く
華
や
か

な
プ
レ
ー
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
滝
頭
公
園
野
球
場
・
蒲
郡
球
場

出
場
チ
ー
ム
▼
開
催
地
代
表
（
田
原
市
ク

ラ
ブ
ハ
ー
レ
ム
）
を
は
じ
め
中
部
各
県

代
表
13
チ
ー
ム

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

◉
11
月
９
日
土　

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

時
間
▼
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分
（
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一
斉
に
点
灯
す
る
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
は
午
後
５
時
30
分
予
定
）

場
所
▼
中
央
広
場
（
田
原
町
萱
町
）

入
場
料
▼
無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金
子
）

☎
23
局
２
６
８
３

◉
11
月
24
日
日　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

ほ
か

内
容
▼
弁
天C

こ

ぞ

う

O
ZO

初
見
参
！
～
こ
いつァ

行
か
ね
ぇ
て
ぇ
と
、
末
代
の
恥
で
ぇ 

！！
～

　
【
第
１
部
】
唄
・
三
味
線
（
弾
き
唄
い
）

　
【
第
２
部
】
三
味
線
・
尺
八
・
ピ
ア
ノ

　

ト
リ
オ

料
金
▼
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
11
月
14
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

◉
10
月
29
日
火
～
11
月
10
日
日　

渥
美
半
島
菊
花
大
会

場
所
▼
サ
ン
テ
パル
ク
た
は
ら
サ
ン
テ
ド
ー
ム

内
容
▼
大
輪
の
菊
や
み
ご
と
に
仕
立
て
ら

れ
た
菊
花
を
展
示

▼
渥
美
半
島
菊
花
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

◉
11
月
１
日
金
～
４
日
月
・
　

田
原
市
文
化
祭
・
秋
の
市
民
茶
会

▪
田
原
会
場
（
田
原
文
化
会
館
）

▪
芸
能
大
会
＝
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

▪
各
種
展
覧
会
＝
11
月
１
日
（
金
）
～
３

（
日
・
祝
）

▪
渥
美
会
場（
渥
美
文
化
会
館
一
帯
）

▪
芸
能
大
会・茶
会
＝
11
月
３
日
（
日・祝
）

▪
各
種
展
覧
会
＝
11
月
３
日
（
日
・
祝
）・

４
日
（
月
・
振
）

▪
池
ノ
原
会
館

▪
市
民
茶
会
＝
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

▼
田
原
市
文
化
協
会
事
務
局

（
田
原
文
化
会
館
内
）☎
22
局
６
０
６
３

◉
11
月
２
日
土　

ま
ち
な
か
市
民
音
楽
祭

時
間
▼
午
前
11
時
～
午
後
７
時

場
所
▼
中
央
広
場（
田
原
町
萱
町
）※
雨
天

時
は
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

内
容
▼
ラ
イ
ブ
演
奏
、幼
児
の
ぬ
り
絵
を
使
っ

た
灯
篭
が
沿
道
を
照
ら
す
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
の
点
灯
式
な
ど

そ
の
他
▼
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
中
央

広
場
周
辺
、
は
な
と
き
通
り
お
よ
び
セ

ン
ト
フ
ァ
ー
レ
で
、
平
成
26
年
１
月
５

日
（
午
後
５
時
～
10
時
）
ま
で
点
灯

主
催
▼
ま
ち
な
か
賑
わ
い
づ
く
り
実
行
委
員
会

▼
株
式
会
社
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24
局
２
３
４
５

24
局
２
３
４
６

◉
11
月
13
日
水

消
費
者
生
活
講
座

～
気
を
つ
け
よ
う
悪
質
商
法
～

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

講
師
▼
林
芙
美
子
氏

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て　

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

◉
11
月
23
日
土
・

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト　

田
原
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
演
▼
田
原
混
声
合
唱
団
、
田
原
市
楽
友

協
会
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教
室
、
田
原
中
部

小
学
校
合
唱
部

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。

お気軽にご相談ください。

10月10日木・11月14日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分
場 所 ◦田原福祉センター相談室（１階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

11
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『
あ
と
１
０
０
０
歩
！
歩
か
ま
い
』

▪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
！

　

健
康
の
た
め
に
は
、
日
常
生
活
も
含
め

「
１
日
１
万
歩
」
歩
く
こ
と
が
よ
い
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
時
間
に
し
て
お
よ

そ
１
０
０
分
間
の
運
動
量
に
な
り
ま
す
。

長
時
間
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

続
け
て
歩
か
ず
、
無
理
を
せ
ず
短
時
間
に

分
け
て
歩
い
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

歩
き
慣
れ
て
い
な
い
方
は
、
ま
ず
は
普

段
の
生
活
に
、

あ
と
１
０
０
０

歩
（
約
10
分
）

多
く
歩
く
よ
う

に
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
慣
れ

て
き
た
ら
、
少

し
ず
つ
時
間
を

延
長
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

▪
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

　

現
在
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

す
る
た
め
『
あ
と
１
０
０
０
歩
！
歩
か
ま

い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◦【
実
施
期
間
】

　

平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）ま
で

◦
参
加
方
法
は
、広
報
た
は
ら
９
月
１

日
号「
お
知
ら
せ（
20
頁
）」ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.city.
tahara.aichi.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
「
82
万
５
千

歩
（
東
海
道
五
十
三
次
）」
を
達
成
し
た

方
に
完
歩
賞

を
、ご
家
族
・

ご
夫
婦
で
達

成
さ
れ
た
方

に
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
賞
を
進

呈
し
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
た
い
方
や

楽
し
く
続
け
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友

人
な
ど
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

10月6日（日）

菜の花内科クリニック ☎22局7777

ふくい眼科 ☎22局5878

木村歯科医院 ☎22局0404

10月13日（日）
河合医院 ☎22局6133

藤井歯科医院 ☎45局2123

10月14日（月・祝）
川瀬医院 ☎35局1511

かわい歯科 ☎24局0080

10月20日（日）

かわせ小児科 ☎22局1230

かわさき整形外科クリニック ☎22局7700

山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100

渡辺歯科医院 ☎32局3561

月　日 当直医 電話番号

10月27日（日）
津金医院 ☎33局0222

なかた歯科 ☎23局1162

11月3日（日）
北山クリニック ☎23局3946

小原歯科 ☎25局1139

11月4日（月・祝）
昭和医院 ☎32局3749

葉山歯科医院 ☎32局0038

11月10日（日）

國見医院 ☎22局0756

山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100

平野歯科医院 ☎22局0214

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院◦☎22局2131
診療時間　医科◦9：00～17：00／歯科◦9：00～12：00

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） 11月 9日（土）  8：50 ～　9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） 11月13日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） 11月12日（火）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド
8 ～ 11 カ月の第１子とその保護者
※予約制（定員 16 組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
11月 8日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）11月11日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

●インフォメーション

▪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
健
康
効
果

◦
ス
ト
レ
ス
解
消　

◦
肥
満
防
止

◦
老
化
防
止　

◦
生
活
習
慣
病
予
防
（
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
な
ど
）

肩の力を抜く

胸を張る

脚を伸ばす

背筋を伸ばす

かかとから
着地 歩幅を広く

腕を前後に
大きく振る

効果的な歩き方

視線を遠くに
あごを引く

▲ウォーキング記録表（表面）



10月 ▼7日月、11日金、1５日火、２１日月、2８日月

11月 ▼5日火、8日金、11日月、18日月、25日月

　　　
 

図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

◉見てみて「今年一番の想い出」作品展

▼募集・展示期間＝11月12日火～12月20日金
※指定の用紙に作品を添付、または描いて渥美図書館カウン

ターへ提出。指定の用紙は渥美図書館で配布します。

▼展示場所=渥美図書館アプローチ

▼内容=2013年、あなたの心に残る出来事を写真・絵で紹
介してください。※先着30名には参加賞（雑誌付録など）あり

▼参加資格＝高校生以上

▼返却期間＝12月21日土～平成25年1月13日月・ 　
※返却時に参加賞もお渡しします。

▼問合せ先＝渥美図書館☎33局1114

●中央図書館
　一　般▶10月12日土～11月7日木	 「光輝く」
　子ども▶～11月7日木　  「おいしい「本」大集合」
●赤羽根図書館
　一　般▶10月12日土～11月7日木	 「おもてなし」
　子ども▶10月12日土～11月7日木	 「てあそびだいすき」
●渥美図書館
　一　般▶10月12日土～11月7日木	 「思い出を残そう」
　子ども▶10月12日土～11月7日木	 「のりもの」

◎渥美図書館「図書館まつり」
渥美図書館では、11月3日日図書館まつり
を開催します。ぜひお越しください。
◦本のリサイクル市

▼日時＝ 午前10時～午後４時

▼場所＝２階学習室

▼内容＝寄贈していただいた本や除籍本を配布(本・雑誌
…１人10冊まで、古新聞［英字新聞］…１人５日分まで）
※リサイクル市に出す本をご寄贈ください。マンガ、雑誌以外
で不要な本がありましたら、渥美図書館までお持ちください。
本の受付は10月2７日日までです。

◦バルーンアート

▼日時＝①午前10時30分～　②午前11時30分～

▼場所＝おはなしコーナー

▼内容＝細長風船を使ってプードルを作ってみよう

◦おはなし会

▼日時＝午後２時～

▼場所＝おはなしコーナー

▼内容＝おはなし手のひらの会による読み聞かせや手遊び

◦みんなで描こう芸術の秋
　「私の好きな動物」

▼募集期間＝10月１日火～11月３日日
　カウンターにて参加者に画用紙を配布
　※簡単な画材は図書館で準備

▼展示期間＝11月1０日日まで

▼展示場所＝渥美図書館アプローチ
　※返却期間：11月1２日火～12月1５日日
　　返却時に参加賞（雑誌付録など）もお渡しします。

▼問合せ先＝渥美図書館☎33局1114

◎赤羽根図書館は開館 20 周年 !
　昨年２０周年を
迎え、ますます元
気 な 赤 羽 根 図 書
館！雑 誌コ ー ナ ー
でゆったりとした
時間をお過ごし下

さい。赤羽根文化会館 2 階へ、ぜひお立ち寄り
下さい。

『近藤真弓作品集』
近藤真弓追悼コラージュキルト展実
行委員会／発行　A590/ ｺﾝ

田原市高松町在住で平成２３年享年
５５歳で逝去された世界的に有名な
コラージュキルト作家近藤さんを偲
ぶ作品集です。	

『決め方の大研究』	
佐伯胖 / 監修　
ＰＨＰ研究所　302/ ｷ

私たちは物事を決める時にどん
な「決め方」をしていますか？
世の中で使われているいろんな

「決め方」がよくわかります。

平成25年10月1日│　 │25



◉「てぶくろ人形」
てぶくろの指の部分に綿をつめて顔を
作ります。
日時●10月22日火～10月26日土
午後1時30分～
対象●小学生以上
材料費●10円

◉「マッチ棒パズル」
マッチ棒をつかってパズルにチャレンジ！
日時●10月8日火～10月13日日
対象●小学生以上

平成25年10月1日 │　 │26

力を抜いて身体を前に倒
す。

背中にタオルをかけ、手を
交差させてタオルの端をつ
かむ。

両手で軽くタオルを引っ張
るとともに、タオルを押し返
すようにして背中を上に持
ち上げる。

一度身体を起こし、両肘を
後ろに引いて肩甲骨を寄
せる。

数回繰り返す。

生涯学習課☎２３局3531

　一人ではなかなかできない部分も、タオルを使うこと
でかんたんにほぐすことができます。伸ばそうとする力
と抑える力を使って、背中をほぐしましょう。

背中をほぐして身体
すっきり！

１

２

３

４

5

61

１
1

2

3

Ｑ

「市民の声」紹介

       　  9月下旬から10月にかけて伊良
湖岬で鑑賞できる渡り鳥はたくさんいます。タ

カの仲間のサシバやトビをはじめ、ハヤブサや

ハチクマ、ハクセキレイなど様々な渡り鳥が観

察できます。観賞場所としては、恋路ケ浜の駐

車場や伊勢湾海上交通センターの屋上が最適

で、時間帯は午前中が多く見られます。秋の渥

美半島の景色を

楽しみながら、

渡り鳥を探して

みてはいかがで

しょうか。

▼広報秘書課 　☎23局０１３８ 

秋になり、サシバなどの渡り鳥
が見られる季節ですが、どこに

いけばみることができますか？

◉子育て講座ハグ 
気軽にお話をきいてみませんか？
日時●10月16日水午前10時～
テーマ●「型のしつけと心のしつけ」

◉ジャグリングショー
日時●10月20日日午後
1時30分～
※詳しくは、児童センター
だよりをご覧ください。

◉おはなしポケット
日時●10月10日木
幼児向け＝午前10時30分～

◉成章高校実験教室
日時●10月25日金午後４時～

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

10 月のお休み

7日月、15日火、21日月、27日
日、28日月

◦お知らせ　
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

遊びの様子　パズル



10たはら
クイズ

広 報

今月　納税・使用料の

木10月31日

金10月25日

市・県民税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（8・9月分）

後期高齢者医療保険料
（第4期分）

国民健康保険税
（第5期分）

介護保険料
（第4期分）

口座引落日

納期限

平成25年10月1日│　 │27

人身21件（181件）
負傷34人（233人）
死亡0人（1人）
物損151件（1087件）

火災8件（21件）
救急231件（1492件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗1件（21件）
乗物盗6件（26件）
非侵入盗9件　（86件）

※（　）内の数字は平成25年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

8月

◉防犯少年団「コノハキッズ」が発足しました！

　7月19日（金）、田原警察署は神戸小学校5年生の
子どもたち（10名）を“子ども安全リーダー”として、防犯
少年団「コノハキッズ」に任命しました。
　苅谷警察署長から激
励を受けた防犯少年団
代表の大和愛さんは「安
全で安心して暮らせる地
域づくりを目指します」と力
強く宣誓しました。
　8月7日（水）には、夏の
安全なまちづくり県民運動
の一環として、市内店舗
での街頭キャンペーンに
参加。元気な声で買い物
客に啓発チラシを配り、安
心安全な地域づくりの啓
発を行いました。

（　　 ）
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H25の貯水率

H15～H24の過去10年間の
平均貯水率
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水は限りある資源です。節水を心掛け大切に使いましょう。

今年3月と昨年11月に水質の悪かった蜆川も、7月は良好な状態です。
この状態を維持できるよう、川を汚さないように心がけましょう。

●市内5河川の水質調査結果

7月 9月 11月 1月 3月 5月 7月

汐川環境基準
10mg/l以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

市
制
施
行
10
年
の
あ
ゆ
み
。
平
成
19

年
３
月
に
国
道
２
５
９
号
大
久
保
○
○

○
○
が
開
通
し
ま
し
た
。

２　

市
制
施
行
10
年
の
あ
ゆ
み
。
平
成
24

年
４
月
か
ら
、
市
役
所
で
旅
券
（
○
○

○
○
○
）
の
発
給
事
務
を
開
始
。

３　

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
、
10
月

26
日
（
土
）
に
「
嚶お

う
め
い鳴
○
○
○
○
○
in

田
原
」
を
開
催
し
ま
す
。

４　

市
民
の
皆
さ
ん
の
融
和
と
交
流
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
「
第
11
回
田
原
市
民
○
○

○
」
を
、
10
月
27
日
（
日
）
に
田
原
文

化
会
館
を
は
じ
め
、
田
原
市
街
地
一帯
で

開
催
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
10
月
18
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
９
月
号
の
答
え
】
ぼ
う
さ
い

（
応
募
総
数
49
通
中
、
正
解
49
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）
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秋の夜に草むらから聞
こえてくる鈴虫の鳴き
声を、上手にまとめる
ことができました。

評 評
南部小学校6年

榊原 尊実くん
　　　　 　たか　み

　鈴木　　智治
 先生

夕日をたくさん浴びて
気持ち良く飛び回る赤
とんぼをすてきに表現
できました。

評 楽しそうな様子が伝わってきます。大きく
上手に描くことができましたね。

   たの 　　　　　　　　よう　す　　　つた　　　　　　　　　　　　　　おお　　　　 　

じょうず　　か

　　　　

評 どんぐりとスパンコールを使ってキラキラケ
ーキが上手にできましたね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つか　　 

　　　　　　　 じょうず

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

俳句 俳句

   　　

　　　　　 

南部小学校４年

鈴木 ひまりさん
　 　　  　

ケーキをつくったよ。お店屋さ
んごっこが楽しみだよ。

さ　　き　　な

清田保育園

大谷咲妃奈ちゃん（5歳）

友達とサッカーをして楽し
かったよ。

　　　　　

清田保育園

杉浦碧斗くん（５歳）
　　　あお　 と

　　　          　　　　　　　   たの

　　　　　　　　　　　　　　　　　みせ や　ともだち　　　　　　　　　　　　　　　たの
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65,383人　総人口

33,040人　男性

32,343人　女性

21,883世帯世帯数

59人出生 36人死亡

149人転入 170人転出

2人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成25年9月1日現在）

※増減は7月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
前
日
の
雷
雨
で

眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご

し
た
選
手
や
関
係

者
も
多
か
っ
た
で

あ
ろ
う
今
年
の
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
。当
日

は
、小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
鉄
人
た
ち
の
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、多
く
の
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。国
道
42
号
の
日
出
の

カ
ー
ブ
で
、撮
影
し
な
が
ら
応
援
し

て
い
る
と
、手
を
振
っ
て
く
れ
る
選

手
、気
を
付
け
て
ね
と
声
を
か
け
て

く
れ
る
選
手
な
ど
、応
援
し
て
い
る

こ
ち
ら
が
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。心
身

と
も
に
鍛
え
抜
か
れ
た
鉄
人
た
ち

は
、人
を
思
い
や
る
温
か
な
心
の
持

ち
主
で
し
た
。（
Ｏ
）

▼
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
節
水
対
策
。ダ
ム
の
貯
水
量
も

当
面
は
安
心
と
の
こ
と
で
す
。で
も
、

限
り
あ
る
資
源
の
ひ
と
つ
で
す
。水

の
大
切
さ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。（
Ｉ
）
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